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淋証の漢方治療 : 五淋散とその周辺

　木村　豪雄
桜十字福岡病院

LOH症候群にも使ってみよう漢方薬 
~新しい LOH症候群診療の手引きを紐解く~

　天野　俊康
長野赤十字病院

【はじめに】2022年に、日本内分泌学会雑誌に全年齢に対する“男
性の性腺機能低下症ガイドライン2022”が刊行され、さらに日本泌
尿器科学会・日本メンズヘルス医学会編集による“LOH症候群診
療の手引き”も発刊された。いずれにおいても漢方薬に関する記載
がされており、漢方薬は男性性腺機能低下症・LOH症候群に対す
る有用な治療法の一つである。2022年版の“LOH症候群診療の手
引き”を基にLOH症候群に対する治療に関して包括的に検討して
みる。
【2022年版の“LOH症候群診療の手引き”の注目点】2007年版の
LOH症候群診療の手引きでは、LOH症候群の診断基準値として、
遊離型テストステロン(FT)値8 . 5pg/m lを正常下限、8 . 5～
11.8pg/mlは男性ホルモン低下傾向群として、男性ホルモン補充療
法の対象とすることが提案されていた。2022年版では、国際的基
準に乗っ取り、総テストステロン(TT)値をまず測定し、FT値は補
助診断基準として利用する。TT値の閾値は250ng/ml、FT値の閾
値は30-40歳の2SDから7.5pg/mlとするが、アジア人の遺伝子的特
性を考慮して、あくまでもhealthy aging for menの概念に従って
臨床症状と併せて総合的に判断する、とされた。臨床症状を評価
するにあたり、様々な問診票が用いられるが、Ag i n g  
Males’symptoms (AMS) 質問票が国際的に広く用いられている。
当然のことながら、LOH症候群に対する精査加療を目的とした当
科受診者の98.5％は、AMSスコアが27点以上でLOH症候群の症
状を認めていた。しかしながら、TT値が250ng/ml以下は16.4％、
FT値が7.5pg/ml以下は54.0％のみであり、症状と男性ホルモン値
との間に有意な相関関係がなく、臨床的に患者の症状を軽減する
ことを最優先として積極的な治療を行っていくことの意義は高い
と考えられる。
【今後のLOH症候群に対する漢方薬治療】LOH症候群に対して、
血中TTおよびFTの測定値に関わらず臨床症状と併せて総合的
に判断していくとなると、LOH症候群に対する男性ホルモン補充
療法は、副作用の注意は必要であるが、以前より積極的に行われ
ることが予想される。一方、漢方薬も今回の手引きに記述されたこ
とで、その効果と安全性が周知され、一層使用することが勧めら
れる。具体的な漢方薬としては、当帰芍薬散、加味逍遥散、桂枝茯
苓丸、柴胡加竜骨牡蠣湯、八味地黄丸、補中益気湯、柴胡桂枝乾
姜湯、抑肝散などが挙げられるが、可能であれば患者の「証」を考
慮して投与することが望ましい。臨床的効果は、著効40.5％、有効
30.4％、無効29.1％とされ、重篤な副作用は認められず、LOH症候
群に対して有用かつ安全な治療法と考えられる。

淋証とは尿意が頻数となり、排尿痛や残尿感を訴え、尿は混濁し
膿尿や血尿などを交えるなどの症状を指しており、必ずしも
gonorrheaではない。現代医学的には、膀胱炎・尿道炎・尿路結石
症・腎膀胱結核および腫瘍、前立腺炎ならびに肥大症、膀胱神経
症、神経性頻尿なども包括される。古典的には淋証は熱・気・老・
暑・石淋の五つに分類されるが、膀胱炎や尿道炎などの下部尿路
の炎症は熱淋に相似する。気淋は神経性・精神性の頻尿や排尿困
難、老淋は高齢者の排尿困難、暑淋は夏季に発汗過多や脱水によ
り尿が濃縮されるための排尿困難、そして石淋は結石症によるも
のである。
１．急性炎症
下部尿路の急性炎症には抗生物質が非常に有効であり、漢方方
剤単独で治療することはない。しかし漢方方剤を併用すると対症
療法としてたいへん有用である。下部尿路の炎症に対する漢方方
剤には、抗炎症作用、利尿作用（尿量を増加し浸透圧を低下させ
炎症粘膜の刺激を減少させる）、鎮痙作用（膀胱の緊張、括約筋の
痙攣を緩和させる）および止血作用をもつ生薬が配合される。とく
に下部尿路の消炎の主薬は山梔子である。代表的な処方には五
淋散、竜胆瀉肝湯、八正飲などがある。
五淋散は、消炎・利尿・鎮痙・止血作用をもつ生薬がバランスよく配
合されており、下部尿路感染症に対して第一選択となる漢方方剤
である。軽症の膀胱炎や尿道炎もしくは再発を繰り返す慢性炎症
に応用できる。もちろん急性炎症には抗生剤を併用する。猪苓湯
は本来、麻疹のような湿熱の下痢に用いられる方剤であり、尿路感
染症には力不足である。しかし排尿困難・排尿痛（灼熱感・不快
感）などの自覚症状の軽減と血尿を止める点は優れている。
一般に膀胱炎、尿道炎には五淋散エキスを中心にして、炎症の強
いときは黄連解毒湯、竜胆瀉肝湯エキスを併用する。また頻尿・排
尿痛に対しては芍薬甘草湯エキスを加える。尿の濃いときには猪
苓湯エキスを併用する。血尿には四物湯もしくは温清飲エキスを併
用するとよい。
２．慢性炎症
慢性および再発を繰り返す膀胱炎などには漢方が役に立つ。慢性
化の要因には、①虚証、②瘀血、③解毒体質（一貫堂）が考えられ
る。虚証は体力が低下して治癒力の乏しいものであり、補剤である
六君子湯や補中益気湯を五淋散に併用する。炎症の遷延化、増殖
性炎症および癒着・瘢痕化も瘀血として捉える。その場合、桂枝茯
苓丸、大黄牡丹皮湯、通導散などを併用する。解毒体質とは、炎症
を起こしやすく、そして慢性化しやすい体質を意味する。柴胡清肝
湯、荊芥連翹湯、竜胆瀉肝湯を併用する。
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